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有明海の魚類に関する最近の調査結果
山口 敦子

（１）有明海中央部における試験操業調査

⇒有明海中央部における底生生物の種組成

（その季節変化と短期的な変動傾向）

（２）有明海の優占魚種について

①シログチ…生物学的特性と資源減少要因

②エイ類…有明海にはエイ類が豊富

二枚貝類減少との因果関係

2001年～05年、底曳網、島原沖（水深40～60ｍ）
2時間/1曳網、船速2ノット
原則として各季節（4回/年、5月～8月、11月～2

月の間の大潮）
全漁獲物を氷蔵して研究室にもちかえり、全個体

の同定と生物学的測定（体長、体重など）
種別の個体数と重量を解析
5年間の短期的な変動を調査

胃内容物調査

底曳網の操
業許可区域
内に南北2
定点を設定

（１）有明海中央部における試験操業調査結果
目的： 有明海中央部（魚類漁業の中心的海域）における底生生物の種
組成とその季節変化、群集構造の解明など。

有明海の軟骨魚類は過去に比べて増加傾向
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＊95-97年データ：長崎県水産開発協会より
01-05年は山口ら未発表データ

東京湾との比較
◆東京湾では干潟域で60種（加納ら2000）

南部海域で83種（奥井・清水2002）
⇒有明海の方が種数が多い。湾奥で2倍、中央部で1.5倍

◆東京湾で行われた試験操業による調査（堀口2005）
1977年～1995年、2003年～2004年

95年までの優占種

シャコ、マコガレイ、ハタタテヌメリ
03年～04年

アカエイ、ホシザメ、スズキ

⇒ 板鰓類の増加を指摘
77年～95年：全魚類個体数の0.3％
03年～04年：7.6％に増加

堀口：国立環境研究所ニュース（2005）より

（２）有明海の優占魚種について
①シログチ…

その生物学的特徴と資源減少要因
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図 試験底曳網調査一曳網当たりの
平均漁獲重量

シログチ
有明海中央部で最優占種（重量・個体数とも）

漁獲量が多く、水産上重要種
有明海+橘湾に独立した系群

生態に関する研究例はない
近年の資源減少が深刻な種
有明海で代表的な再生産戦略を持つ

シログチ

長崎県（有明海とその周辺海域）
におけるニベ･グチ類の漁獲量
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有明海での漁獲量が多い。
有明海以外の海域とは変動パターンが異なる。
有明海に特有の減少傾向。
生物学的特性がわかっているものについては、
他海域との比較も可能。

（漁獲資料：長崎県農林水産統計年報より）
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有明海とその周辺海域に
おけるシログチの成長
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Yamaguchi et al. (2004)
有明海と橘湾は成長に差がない（＝同一系群）。
最高6歳、他に比べて小型＝有明海では優占種、数が多いのでは。

これだけ近い距離でこれほど大きな成長差のある例は知られていない。

シログチの資源減少に影響を及ぼした可能性のある
環境要因

稚魚の生育場所が湾奥部
＝潮流を利用して卵・稚仔を湾奥部へ輸送

シログチは他の魚種に比べても減少程度が大

＝漁獲の影響よりは、生活史初期の生残

●夏季の貧酸素水が卵・仔魚へ及ぼす影響

●生息場所＝底層環境の悪化

●有明海の流れの変化が卵・仔魚の生残に

及ぼす影響 （潮流の減少、流れの向きの変化）

＝卵・稚仔の輸送のメカニズムの解明

●仔稚魚の成育場を一部失った影響

●近年の海水温上昇傾向による影響（産卵と水温

との関係なども重要=産卵期や産卵数が変化する

可能性）については今後の調査課題。

仔稚魚の
成育場

産卵場

夏
秋～冬

？

今後の課題
シログチの卵や仔稚魚にはどのような環境が必要なのか？

卵・ふ化仔魚の輸送のメカニズムの解明
⇒有明海中央部の底層で産卵された卵は発

生が進むにつれ、どのような時間的経緯で
どのような流れを利用して湾奥部までたどり
着くのか？

方法
①産卵期に24時間連続してプランクトンネッ
トによる層別の採集を行っている。その時
間帯別、層別の卵や発達段階ごとの仔魚
の出現状況を調査。夕方産卵することはわ
かったので、その後の卵がどのような過程
を経て輸送されるのかを推定できる。
②過去と現在でシュミレーション⇒流速や流
向の変化が、卵・稚仔の生残にどのような
影響を及ぼすのか？

今後
有明海に特徴的な再生産戦略を持つ多く
の生物にとってもモデルケースとなる。

初期減耗＝資源変動の主要因のひ
とつ。被食、飢餓、卵・仔魚の輸送な
ど、環境との関連。

（２）有明海の優占魚種について
②エイ類…有明海にはエイ類が豊富

二枚貝類減少との因果関係

①湾奥部のみに見られる＝なし

②有明海全域に見られる種⇒
夏に河口域を含む湾奥部を繁殖場所として利用し、
冬には南下する。
アカシュモクザメ Sphyrna lewini
シロシュモクザメ Sphyrna zygaena
スミツキザメ Carcharhinus dussumieri
アカエイ Dasyatis akajei
シロエイ＊ Dasyatis laevigatus
イズヒメエイ＊ Dasyatis izuensis
ズグエイ＊ Dasyatis zugei
ヤジリエイ＊ Dasyatis acutirostra
アカエイ属の一種＊ Dasyatis sp.
ツバクロエイ Gymnura japonica
トビエイ Myliobatis tobijei
ナルトビエイ Aetobatus flagellum

③中央部のみに見られる種
シロザメ Mustelus griseus
エイラクブカ＊ Hemitriakis japanica
コモンサカタザメ Rhinobatos hynnicephalus
ウチワザメ Platyrhina sinensis
ガンギエイ＊ Raja kwangtungensis
メガネカスベ ＊ Raja pulchra
モヨウカスベ ＊ Okamejei acutispina
イサゴガンギエイ＊ Okamejei boesemani
ツマリカスベ Okamejei kenojei

＊はこの調査ではじめて記録した種

軟骨魚類計21種
⇒エイ類の種数が多い（16種）。

２００１年夏～刺網、竹羽瀬、底曳網、延縄など、週1回程度の調査（ｎ（ｎ=3086=3086））

（山口2003）

トビエイ類による食害と二枚貝類減少との
関連について

以前から
有明海に生息
1955年に記録あり
平均1.2kg（オス）、4.8kg（メス）

近年急増した？分布域：熱帯から温帯の沿岸から汽水域、
紅海、インド洋～東シナ海。

日本では1989年（山田）に初記録。五島西沖より。
有明海では1996年（鷲尾ら）に初記録。
日本では食用とはなっていない。

ナルトビエイAetobatus flagellum トビエイMyriobatis tobijei

調査の結果
●有明海のエイのうち二枚貝類を専門に食べるのはこの二種だけであった。
●ナルトビエイは大型のエイ：平均体重はオス6.1kg、メスで12.3kg、最大1500ｍｍ、体重50ｋｇ。
●ナルトビエイの方が生息数が多いと推定
●ナルトビエイが増加した可能性 ⇒ 食害の影響としてはナルトビエイの方が大きい。

川原ら（2004）
Yamaguchi et al. (2005)

ナルトビエイの胃内容物調査

30.3％空胃率

93うち空胃個体数

307胃内容物調査個体数

7.6貝類（消化）

2.1腹足類

13.1二枚貝類

3.4マテガイ

18.6カキ

24.1アサリ

28.3タイラギ

54.5サルボウ

出現頻度（％F)餌生物

● 胃内容物には貝殻が含まれていない。
● 雌雄で異なる→雌雄別の群を形成
● 調査日により異なる→摂餌時間帯の検討
● 空胃率が高い→摂餌時間帯が変化、

特異な胃腸の構造
● 一個体の胃内容物から一種の餌生物が

大量 (アサリ約200～300個）に出現

→貝が高密度で生息する場所＝餌場
● 体重あたり胃内容物重量比：

平均 約１％、Max 約10％

全て貝類

Yamaguchi et al. (2005)
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